
一

監
理
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

所

在

地

一
般
社
団
法
人
愛
知
県
金
属
プ
レ
ス

工
業
会

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
大
須
四
丁
目
十
四
番
二
十
六
号

二

実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

株
式
会
社
安
藤
工
業
所

愛
知
県
一
宮
市
西
萩
原
字
上
沼
四
十
七
番
地

金
属
プ
レ
ス
加
工

株
式
会
社
杉
浦
製
作
所

愛
知
県
西
尾
市
寺
津
町
宮
越
二
十
二
番
地

金
属
プ
レ
ス
加
工

ミ
ヤ
マ
精
工
株
式
会
社

愛
知
県
知
立
市
逢
妻
町
金
山
十
六
番
地
一

金
属
プ
レ
ス
加
工

大
橋
鉄
工
株
式
会
社

愛
知
県
北
名
古
屋
市
徳
重
北
出
五
十
二
番
地
二

金
属
プ
レ
ス
加
工
、

溶
接

八
形
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
海
部
郡
蟹
江
町
大
字
蟹
江
新
田
字
与
太

郎
百
四
十
二
番
地
一

金
属
プ
レ
ス
加
工

三

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る
者

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

有
限
会
社
横
山
養
豚

神
奈
川
県
横
浜
市
泉
区
和
泉
町
五
千
四
十
九
番

地

畜
産
農
業

関
税
暫
定
措
置
法
別

表
第
一
の
六
の
項
名

輸

入

数

量

一

五
・
四
ト
ン

二

一
二
・
〇
ト
ン

三

二
七
・
六
ト
ン

四

一
九
、
三
〇
七
ト
ン

、

五

一
、
一
七
五
ト
ン

六

一
三
ト
ン

七

三
一
・
九
ト
ン

八

二
三
・
三
ト
ン

九

三
三
、
二
五
七
ト
ン

一
〇

三
、
六
八
九
ト
ン

一
一

一
六
、
〇
五
四
ト
ン

一
二

五
六
、
八
四
八
ト
ン

一
三
四
、
八
五
四
、
〇
三
五
ト
ン

一
四
一
、
〇
三
六
、
一
一
〇
ト
ン

一
四
の
二

四
五
八
、
五
八
九
ト
ン

一
五

三
〇
三
ト
ン

一
六

六
、
三
七
六
ト
ン

一
七

九
四
、
三
二
七
ト
ン

一
八

一
三
、
六
二
八
ト
ン

一
九

六
三
三
ト
ン

二
〇

三
〇
〇
ト
ン

二
一

二
二
、
〇
六
二
ト
ン

二
二

三
八
八
ト
ン

二
三

三
、
七
六
二
ト
ン

二
四

二
五
ト
ン

二
五

〇
ト
ン

二
六

四
、
一
一
九
ト
ン

二
七

九
、
一
八
四
ト
ン

二
八

二
ト
ン

二
九

三
五
四
ト
ン

平成™›年˜月š˜日 火曜日 第œ�™Ÿ号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
三
十
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
（
平
成
二
十
一
年
法
務
省
令
第
五
十
三
号
）
第
一
条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
理
団
体
を
第
一
号
の
と
お

り
告
示
し
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第

十
六
号
）
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
技
能
実
習
を
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

ま
た
、
国
は
、
被
害
を
受
け
た
漁
業
者
の

救
済
に
つ
い
て
、
被
害
の
損
失
の
補

そ
の

他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
漁
業
者
以
外
の
関
係
事
業
者
等
の
救

済
に
つ
い
て
、事
業
の
再
建
に
対
す
る
支
援
、

雇
用
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

１
の
三
の
ヌ
の
a

中
「
有
明
海
及
び
八
代
海
の
」を「
有

明
海
及
び
八
代
海
等
の
」に
、「
及
び
有
明
海
及
び
八
代
海
」

を
「
並
び
に
有
明
海
及
び
八
代
海
等
」
に
、「
両
海
域
」
を

「
各
海
域
」
に
、「
ま
た
、
基
本
方
針
」
を
「
さ
ら
に
、
基

本
方
針
」
に
、「
ま
た
、
各
種
調
査
結
果
」
を
「
な
お
、
各

種
調
査
結
果
」
に
改
め
る
。

２
の
二
中
「
な
お
、
法
附
則
第
三
項
に
お
い
て
、「
こ
の

法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
（
中

略
）
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。」と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
事
項
に
つ
い
て
は
、
県
計
画
の
策
定
年

度
か
ら
原
則
と
し
て
五
年
間
を
目
途
に
記
述
す
る
も
の
と

す
る
。」を
削
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
一
月
六
日
法
務
省
告
示
第
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
法
務
省
告
示
第
三
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

第
二
号
ロ
の
表
株
式
会
社
カ
ネ
サ
の
項
中
「
東
京
都
新
宿
区
中
井
一
丁
目
九
番
二
号
」
を
「
東
京
都
中
央
区
銀
座
二

丁
目
十
六
番
十
一
号
」
に
改
め
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
十
八
号

平
成
二
十
四
年
一
月
十
七
日
に
モ
ロ
ニ
で
、
食
糧
援
助

に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
コ
モ
ロ
連
合
政
府

と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

千
九
百
九
十
九
年
の
食
糧

援
助
規
約
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
の
た
め
の

生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

一
億
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日
本
側

川
口
哲
郎
在
コ
モ
ロ
大
使

コ
モ
ロ
側

モ
ハ
メ
ド
・
バ
ク
リ
・
ベ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ

ル
フ
ァ
タ
・
シ
ャ
リ
フ
外
務
・
協
力
大
臣

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
財
務
省
告
示
第
三
十
三
号

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
別
表
第
一

の
六
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
輸
入
数

量
を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
を
次
の
よ

う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

安
住

淳

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

別
表
第
一
の
六
に
掲
げ
る
物
品
の
平
成
二
十
三
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
輸
入
数

量
を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
は
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
別
表
第
一
の
六
の
項
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

›


		2012-01-30T14:55:10+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




